
 

 

「平和安全法制に関する意見書」についての申し入れ 

全ての八王子市議会議員のみなさまへ 

 

 

私たち八王子市民は、自民党・公明党が市議会に「平和安全法制に関する意

見書」案を提出し、24日に採択しようとしていることを知りました。 

 

現在、国会で審議されている安保関連法案が、戦後、私たちが何よりも大事

にし、また誇りともしてきた日本国憲法のもとの平和主義を、根本から転換し

てしまう重大な問題を含むことは明らかです。 

 

にもかかわらず、現在、八王子市議会に提出されている意見書案の内容は、

多数の反対世論を無視し、慎重審議を求める圧倒的多数の世論にも反する、ま

ったく恥ずべきものであり、いまこの意見書に対する驚きと怒りが市民の中に

広がり始めています。 

 

そもそも、安保関連法案は圧倒的多数の憲法学者が違憲と判断しており、憲

法審査会では与党が推薦した憲法学者までが憲法違反と断定したものです。も

とより私たちの日本国憲法は、いっさいの武力行使を放棄しています。安保関

連法案の違憲性は明らかです。 

 

昨年 2014 年 6 月 24 日、八王子市議会は、集団的自衛権の容認に反対する

立場の意見書を採択しており、これは市議会の良識を示すものとして、私たち

は心から歓迎しました。ところが現在、八王子市議会に提出されている意見書

は、昨年の意見書とは全く矛盾する内容となっています。この意見書の採択は、

自ら示した良識を自ら否定する行為であり、断じて私たち八王子市民の容認で

きるものではありません。 

 

私たちは、支持する政党や思想信条の違いを越えて、今年 3月 21日と 5月

9日に続き、6月 14日にも、〈「ストップ！戦争する国」市民パレード in八王

子〉を共同で実施しました。 

 

6 月 14 日の第 3 回パレードに先立つ市民集会では、各会派の市議会議員の

みなさんにもご挨拶いただき、また安倍首相への申し入れ書を全員の拍手で採

択し、翌 15日（月）、国会の各党議員に申し入れを行なっています。 

 



 

 

6 月 14 日の八王子市民パレードの参加者は過去最高となり、300 名を数え

ました。宣伝カーからの訴えに沿道の市民が真剣に耳を傾け、また手を振り、

強い賛同の意思を示していました。この市民パレードは、最初は僅かでしたが、

回を重ねるたびに参加者が増え続けています。 

 

こうした市民の声を無視し、法案の成立を後押しするような意見書を八王子

市議会が採択することは、八王子の歴史に汚点を残すものであり、決して許す

ことはできません。 

 

私たち八王子市民は、市議会議員のみなさんの一人一人の見識を問うととも

に、この恥ずべき意見書の撤回と不採択を強く求めるものです。 
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 八王子市民パレード実行委員会 

   申し入れ代表：熊谷伸一郎（八王子平和市民連絡会） 

     宮島 透（三多摩９条連） 

     土岐 新（９条の会八王子市内連絡会） 


